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Growth and wing polymorphism among the immigrant populations of the brown 

planthopper, Nilaparvata lugens STAL, were compared under uniform laboratory 
rearing temperatures. Variations in the total effective temperature and the ratio 

of macropterous forms were observed during the nymphal growth and in female 

adults. Comparison of the locations of low level jet and the collection sites of 

the immigrant plant hoppers, suggested that they were derived from different 

migration sources.

昆 虫の 長 距 離 移 動 の実 態 を把握 す る に当 た って,移 動

昆 虫 の持つ 生 理 ・生 化学 ・行 動 学 的特 性 等 の変 異 に注 目

して数 多 くの 研 究 が な され,す で にい くつ か の綜 説 が著

され て い る(Rankin,1979;Claridge,1985;藤 條,

1987)。 海 外 か らの 長 距 離移 動 に よ りわ が国へ 侵 入 して

くる トビ イ ロウ ンカ につ いて は,飛 来個 体群 間 の翅 型 発

現 特 性 に 大 きな 変 異 が あ るこ と が 明 ら か に されて い る

(Iwanaga and Tojo,1985)。 筆 者 らは,ト ビ イロ ウ ンカ

の飛 来 波 別個 体 群 の 発 育 速 度 お よ び翅 型発 現 の 変異 につ

い て調 査 をお こ なっ て,飛 来 源 の探 索 と関連 づ け うる か

ど うかの 検討 を試 み た。

試 験 方 法

試験 に用 い た トビ イ ロ ウ ン カは,1987年,各 採 集 地 で

飛 来 がみ られ た 当 日,も し くは その 後数 日以 内 に圃 場 で

捕 獲 した個 体 群 か らな る。採 集 時 の圃 場 に はす で に以 前

に飛 来 した個 体 が存 在 した場 合 も あ った が,卵 巣 の 未発

達 の 個 体 か ど うか を 肉眼 で 判断 し,各 飛 来 波 によ る個 体

と して採 集 した。 本 試験 には,沖 縄 県石 垣 市(5月16日

採 集),長 崎 県諌 早 市(6月5日 採 集),福 岡県筑 後 市(7

月3日,7月10日,7月20日 採 集)の5個 体群 を用 い た。

捕 獲 した各 個 体 群 は気 温25℃ の 室 内で3～4世 代 累代

飼 育 した後 試 験 に供 した 。孵 化 幼 虫50頭 をア ク リル 製 容

器(径8cm× 高 さ20cm)を 用 い,17.5,20,22.5,25,

27.5,30,32.5℃ の 各恒 温下 にて飼 育 し,羽 化 まで の 日

数 を調 査 した。 反 復 は2回 と した。 また,羽 化 成 虫 は雌

雄 別 に翅 型 を調 査 した 。餌 と して 容器 当 り100粒 ず つ 播

種 した イ ネの 芽 だ し をあ た え,数 日間 隔 で適 宜 新鮮 な も

の と交 換 した 。 光 周 期 は すべ て16時 間 日長 と した。

産 卵 前 期 間 お よび卵 期 間の 調査 の ため各 温 度 条件 下 で

の 成 虫 を羽 化 当 日3♀2♂ ず つ組 に して,芽 出 しイ ネ を

数 本 入 れ た 試験 管(径3cm× 高 さ20cm)に 移 した。 毎 日

各 組 の 成 虫 を新 しい試 験 管 に移 し換 えた。 成 虫 をと り除

い た試 験 管 に は,乾 か な い程 度 に水 分 を補 給 して各 温 度

区 に保 管 した。 孵 化 の開 始後 各 試 験 管 よ り幼 虫 を取 り出

し孵 化 幼 虫数 を毎 日調 査 した 。

結 果

1.幼 虫 ・卵の発育速度

各飛 来波別個体群における トビイロウンカの温度反応

特性 を幼虫 ならびに卵のステー ジ別 に第1表 に示 した。

各飛来波の幼虫の発育速度は,い ず れの個体群 も温度に

対 して,明 瞭な直線関係があることが示 された。各個体

群 ごとの幼 虫期 の発育零点 を比較す ると,諌 早個体群 に
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つい て は発 育零 点 が低 か っ た が,そ れ 以 外 は飛 来 波 にお

い ての 時 期 的 に特 徴 づ け る程 度 で は な か っ た。 しか し,

有 効 温 量 では,石 垣,諌 早 の5月,6月 採 集 の個 体 群

と,筑 後 の7月 で の3個 体 群 とに違 いが み ら れた 。 卵

期 に関 して は,幼 虫 期 と同 様 に発 育 速 度 は温 度 に対 し

て 明瞭 な直 線 関 係 の あ る こ とが示 され た が,有 効温 量 は

幼 虫期 にみ られ る よ う な飛 来波 個 体 群 ご とに特 徴 的 な結

果 は え られ なか っ た。

2.産 卵 前 期 間

上 記5つ の個 体群 につ い て,各 温 度下 で 成 虫 の 羽化 か

ら産 卵 を開始 す る までの 産 卵 前 期 間 を調 査 した 。 長翅 型

で は 供 試虫 数 が不 足 した た め 短翅 型 につ い て の み比 較 し

た 。諌早 以 外の い ず れの 個 体 群 につ いて も,27.5℃ で 産

卵前期 間 は最 も短 くな った 。 しか し,27,5℃ よ り高 くな

る に した がい,ま た逆 に低 くな る に した が い長 くな った 。

諌 早 の 個 体 群 だ け は22.5℃ で 産卵 前 期 間 が最 も短 か った 。

3.翅 型 発 現 率

17.5℃ ～32.5℃ まで の各 温 度下 にお け る翅 型発現 率 を

み る と(第1図),雄 において はいず れ の個 体群 につ い て

も短 翅 型率 は低 く,そ れ ぞ れの飛 来 波 を特 徴 づ け るよ う

な傾 向 はほ とん ど み られ なか っ た。 しか し雌 につ いて は,

5月16日,6月5日 の 二つ の個 体 群 で は17,5℃ お よ び20

℃ で 短 翅 型 の発 現 率 がや や 高 か っ た が,温 度 が上 昇 す る

に した が って発 現 率 は 下 が り,25℃ お よ び27.5℃ で さ ら

に上 昇 をみせ た が高 温 に な るに した が い再 び下 が る傾 向

を示 した 。筑 後 で採 集 した個 体 群 は いず れ の 飼育 温 度下

に お い て も短 翅 型 出 現 率 が 高 か った 。 しか し,17.5℃ も

し くは30℃,32.5℃ で は短 翅 率 出 現 の 程 度 は低 くな る傾

向 が み られた 。 こ れ らの こ と か ら,石 垣 島(5月16日)

と諌 早(6月4日)と 筑 後(7月3日,7月10日,7月

20日)の 三つ の いず れ の個 体群 も飼 育 温 度 条 件 下 に お け

る翅 型 発現 に互 い に異 な る特性 を示 してい る よ うに 思 わ

れ る。

考 察

3か 所 か ら採 集 した5つ の個 体 群 にお い て,17.5～32

.5℃ の 温 度条 件 にお け る飼 育 に よ り,発 育 お よ び翅 型 発

現 の変 異 につ い て比 較 した と こ ろ,幼 虫期 間 の 有効 温 量

に お い て,ま た雌 の翅 型 発現 率 に おい て,石 均,諫 早,筑

後 の3つ の場 所 で採 集 され た個 体 群 は,そ れ ぞれ 互 い に.

異 な る特 性 を示 した。

SEINOら(1987)は,ウ ン カ類 の 長 距 離 移 動 に関 す る

気 象 要 因 につ い て,850mb面 の 風向 風 速 の解 析 に よ り,

下 層 ジ ェ ッ トの有 無 お よび その位 置 と,ウ ンカ類 の 飛 来

パ ター ンと の間 に高 い相 関 が あ る こ とが明 ら か に し,実

際 の ウ ンカ類 の 飛 来 との予測 を検証 した とこ ろ,き わ め

て 高 い 精 度 を も って い るこ と を示 した 。 さ らに,渡 邊 ら

(1988)は 天 気 図 の 気象 デー タか ら下 層 ジ ェ ッ トの 存 在

第1表 飛来波別個体群 におけ る トビイロウ ンカの幼 虫 ・卵期間 の温度反応特性

1)Y=a+bX
,Y:発 育速 度(1/日),X:温 度(℃) 2)有 効温量(日 度)3)発 育零点(℃)

第2表 飛来波別個体群 におけ る トビイ ロウンカの産卵 前期 間の比較
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第1図 飛来波別の トビイロウ ンカの飼育温度 によ る翅型発現率 の変異

A:石 垣 島(5月16日),B:諌 早(6月5日),C:筑 後(7月3日),D:筑 後(7月10日),

E:筑 後(7月20日)

―●―雄,― 〇― 雌

を客 観 的 に判 断 す るた め の コ ン ピュー タプ ロ グ ラ ム を作

製 し,こ れ を用 いて ウ ンカ類 の飛 来侵 入 日を予測 す るモ

デ ル を開 発 した。 そこで,筆 者 ら(渡 邊 ら,未 発 表)は

この モ デ ルに よ って 本研 究 で 用 いた5つ の飛 来 波個 体 群

を捕 獲 した 日 も しくは そ の1～2日 前 後 の等 風 速 線 図 を

作 図 し,下 層 ジ ェッ トの存 在域 と飛 来 波 の関 連 につ い て

検討 した。

石垣 に トビ イロ ウ ン カの飛 来 の あ っ た5月16日 に は,

下 層 ジ ェ ッ トは広 東,福 建 省地 域 か ら台 湾 に か けて,さ

らに南 西 諸 島 か ら九州 に かか って存 在 した。 諌 早 に飛 来

の あ っ た6月3日 で は,下 層 ジ ェ トは南 西諸 島 か ら広 く

日本 全体 にわ た って存 在 した 。筑 後 で採 集 を お こ な った

7月3日,7日,19日 の3日 の いず れ の場 合 も下 層 ジ ェ

ッ トは楊 子 江 流域 を中心 と した華 中 か ら東 シ ナ海 を通 り

九州,本 州 にか けて存 在 した 。 した が って,石 垣 島,諌

早,筑 後 で トビイ ロ ウ ンカ を採集 した と きの下 層 ジ ェ ッ

トの存 在 域 の 範 囲 が大 き く異 なっ て い た。 下層 ジ ェ ッ ト

の 存 在域 が,ト ビイ ロウ ンカの 飛 来 して く るル ー トと関

連 が あ るとす る と,5月,6月,7月 に採 集 した個 体 群

の間 で 飛 来源 が異 な って い る可 能性 が あ る と思 わ れ る。

Iwanaga and Tojo(1987)は トビイロウ ンカ の翅 型 発

現 に関 して密度 に対す る反応性 を調べ,海 外産の個体群

において固有 な反応性 がみ られることを報告 している。

本試験 でみられたよ うな飛来波別の個体群の温度の違 い

による発育速度や翅型の発現率の違 いについて,海 外産

個体群 を含 めた多くの個体群で調査することは トビイロ

ウンカの個体群の変異性や 日本への飛来源 を考察す る上

で重要なこと と考 えられる。
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